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近年結核慣病率の著 しい低下で頭蓋訂メ璃吉核膜 も本邦で

は比較的稀な疾患となっている.

我々は粟粒肺結陵よを摘適者様陵髄膜炎,ざらには結榛膿

及び多発性結核性肉芽腫が生 LIT予抗結稼動により病巣が

変化 Lてゆ く過程を主毒7こM取立で見た 1例を報告 し/管

さらに頭蓋内結横願の M登竜i所鼠に---)いて文献的考察

を加えた.

症例は2そ3才三捌私 粟粒肺結核及び結核性髄膜炎と診断

と郡溜夏姿に点状エソJ､ン′果される小結祷病変を認札 給

と散在性小結榛病変がテン妻､トドに多発性にみLb-〕わた.

後者は3ケ月後には消来 し,前著は魂ヶ月まで均一エソ

-ンスされ増大 したかきその緩 りソダ状II一一ソ-ンスされ

化するのが観察された.
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症例は禎0才,男性,室縞は右片頭痛,凝視.神経学的

には軽度U湖言外転神経麻棒鉦みち融液検査は異常なく亨
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管写にて右内頚動脈海綿静脈洞邦芸の狭窄を確認/m3号〔)S誠--

Hum篭症紋群と確診申S官ert)呈dを増鼠 最己症状は徐々

に軽鮫,並手日 て 狙隠首では海綿静脈洞部ujmass予肉

親動脈51狭窄 も改善した 本痴紋群においてはX線 6;T

では正常であるここしか多 く,MR王にて病変が)確認,級
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遺影 CT で gi号音皇ri琵derectを望 したS状静脈洞血栓

症の2例と非血栓性の遺影衷委員を望 Lた且例を報整 L,ブ∴

S状静脈洞U)造影欠損はS状静脈洞血栓症の CFU7irrを&
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leveiを調節 して注意深 く観察する必要がある.

今恒的 症例 且は亨-適性の全身ケイレン発作が幸瀦::樵

として鍔守佃一に:,れた簸険があ--3た≠静脈洞血栓U)戚囲は

脱水と考えにj弟子ニぁ非血栓性の造影欠損を短をした症例 二重

niam bc)dy によるものと考えどJれたや両者の鑑別には

射 両側視床 に病変 を認めた 鮎 的哲も病 の 且例
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症例はき32才男性で,痔療の既往あ り.1988年産土

身の しびれと脱力が突発 しき竣m 起床時より右の鱗面

と右手屋の しびれが出現 したd竣B20櫓塵のため当科入

口腔内アフタと皮膚 E;褒衆を認めたが,前眼腐蓄膿など

瑚脱症状はみド)れなかった也神経学約にはサ軽度の左半

身麻樽予右上肢を除 く開放の朱識症状亨左半身と右U)顔

面, 巨こ~打肢家柄の表在覚低下と深部凝反射の~花道がみLhj
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